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日本損害保険協会福井損保会（会長：庵 貴敏・東京海上日動火災保険株式会社福井支店長）では、福井

県警と連携した「STOP！横断歩道」チラシを作成し、チラシ 25,000 部と反射材 500 個を県警に寄贈しまし

た。 

これは、JAF（日本自動車連盟）による「信号機のない横断歩道における車の一時停止率（2024年度）」調

査において、県内の停止率が34.7％と全国平均の53.0％を下回り、2年連続でワースト3位となったことを

受けたものです。 

1月27日（月）には、県警本部で北道交通部長出席のもと寄贈式が開催されました。庵会長からは「県内

における歩行者優先の意識はまだまだ低い状態にある。交通事故による被害者を減らしていくためにも、こ

のチラシを役立てていただきたい」との挨拶がありました。次いで北道交通部長からは、「本チラシを活用し

た啓発と取り締まりの強化により、歩行者優先というルールの徹底を図っていきたい」と挨拶がありました。 

福井損保会では、引き続き、県警や関係機関とも連携のうえ、交通死亡事故の減少を目指し、啓発活動を

行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

「STOP!横断歩道」チラシ             北道交通部長(左)と庵会長(右) 

 

 

＊下記URLからチラシ（PDF）をダウンロードいただけます。 

https://www.sonpo.or.jp/news/branch/hokuriku/2024/2501_chiarashi.pdf 

 

  

福井県警に「STOP!横断歩道」チラシを寄贈 

～福井県警と連携した交通安全啓発活動～ 

チ

ラシパネルを手にした北道交通部長(左)と庵会長(右) 
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